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と　き　10月29日（土）

13時30分（開場）14時（開演）

講　師　家田　荘子さん

（作家・僧侶）

会　場　忠岡町ふれあいホール

定　員　200名（先着順）

【問／申込】　下記へ直接または電話にて

人権平和室（月～金）℡22－1122

文化会館（水～日）℡33－1151

主　催．人権啓発活動泉州地域ネットワーク協議会（岸

和田人権擁護委員協議会、大阪法務局岸和田支

局ほか）・忠瀾町・忠岡町教育委員会・。忠岡町

人権協会・忠岡町人権擁護委員

共　催：世界人権宣言泉北三市一町連絡会

平成23年（2011年）

10月（馳540）

【今月のページ】

地震なとの災寮に備えて・・・2・3p

公立幼轍鴎児募集………………4P

町民文化祭ご案内・…・　　・・7P

太駿府からの権限移譲……いい十日・P

忠岡だんびり祭

10月　8　日（土）

・13時30分～　パレード出発

・14時30分～　駅前セレモニー

（挨拶・記念品贈呈）

10月　9　日（日）

・10時～　　　宮入り（忠岡神社）

安
全
曳
行
で
発
し
い
秋
祭
り
を



mlll地震J東園官営・・・災害に備えて！！日日ll…ll
家族があわてずに行動できるように、ふだんから家庭内で以下のことを確認しておきましょう！

★お父さんが会社！ママがパート

でお仕事している時は？

★平日で学校に行ってる時は？

塾へ行ってる時は？…

それぞれの家庭の生活状況に沿った

対応策を考えておきましょう！！

避難備品の再確認

家族全員が置き場所を

知っておきましょう。

また、荷物の担当もそ

れぞれに名札を付ける

などして、決めておく

事も重要です。

八二、・、一　、

匝・の位除馴iのチ司巫Ⅱ

・l＿謹牧

く警慧芸慧蒜
・赤ちゃん用のおむつ

・大人用おむつ

・持病薬、常備薬

・ラップ、ごみ袋

・トイレットペーパー

芯を抜いて、つぶして保管し

ておくと、かさ張らす何にで

も使えて便利1

、・∴－′

風呂の水は抜かずに

潜めておきましょう

トイレなど飲料用以外の用途が

たくさんあります。

び鱒らヱ近野卑の協力晦′
田頃から、こ近所との連携を

‖0540　2011101（2）
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忠岡町は、9月12日、台風12号に

よって大きな被害をうけた和歌山県

日高川町に、水480本（500mg

缶）を緊急援助物資として搬送しま

した。（町長他職員2名参加）

和歌山県・奈良県等、被災されま

した皆様に心よりお見舞申し上げま

すとともに、一日も早い復興をお祈

り申し上げます。

台馴毒

和
歌
山
県

貝
品

援川
助町
物に
資
を
搬
送

被災者のた

▲急がずあわてずl（8／26）
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津戯カIら変令に

遜邸するために

①地震の揺れを感じたら津波に注意！

②テレビ・ラジオ等の正しい情報を！
テレビ・ラジオ等の情報を待っていると避難に間に

合わないことがあるので、ます安全なところに避難

してから情報を確認するように心掛けてください。

③避難情報が出たらすく－‘避難！
町の防災行政無線や広報車などから、避難の呼掛け

（避難勧告）があった時は、直ちに避難しましょう。

たとえ、避難情報が出る前でも②でもあるように早

めの自主避難を心掛けてください。

④海辺や川ペりには近づかない！
大津川の河川敷や忠岡港等には近づかないようにし

ましょう。

⑤地域での協力が大切です！
避難の時にはご近所にも声をかけ合い、みんなで怪

我や病気の方なとの手助けを行うなど、地域で協力

し合う避難を心掛けましょう。

⑥水が引いても勝手に戻らない！
津波は何度もやってきます。避難解除になるまで決

して近づかない。

【避　難　所】 

駅西地区　忠岡小学校／総合福祉センター 

駅東地区　シビックセンター／忠岡中学校／東忠 

岡小学校／高月コミュニティセンター 

耐震補強で地震に備えましょう！
忠岡町では、一定の条件（昭和56年以前に建築確認

を受けて建築された住宅等）のもと、以下の補助制度

があります。詳しくは町ホームページまたは、建設課

まで問い合わせてください。

○とにかくl　耐震診断

木造住宅（延床100Ⅰば）の場合出用の9割を補助。自己負

担の目安は5千円。

○しっかりl　耐震設計（10月1日制度導入）

設封を行うと工事内容と費用かわかるので安心。補助は

定額10万円（ただし3割は自己負担）。自己負担の目安

は5万円。

○安心の！耐震補強（10月1日制度改正）
補助は定額40万円（所得によっては60万円）

※所得税及び固定資産税の控除も受けられます。
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平成23年10月以降の 

子とも手当制度 
「平成23年度における子とも手当の支給等に関する

特別措置法案」が閣議決定され、平成23年10月分～平

成24年3月分の子ども手当制度については、下記のと

おりとなります。

支給月額について

・0歳～3歳未満（一律）　　　　15，000円

・3歳～小学校終了前（第1子・2子）

10，000円
・3歳～小学校終了前（第3子）　15，000円

・中学生（一律）　　　　　　　10，000円

所得制限について

新たな支給要件等

な　し

子どもに対しても国内居住要件を設ける（留学中の

場合等を除く）

児童養護施設に入所している子ども等についても、

施設の設置者等に支給する形で手当を支給

未成年後見人や父母指定者（父母等が国外にいる場

合のみ）に対しても、父母と同様（監護・生計同
一）の要件で手当を支給（父母等が国外居住の場合

でも支給可能）

監護・生計同一要件を満たす者が複数いる場合は、

子どもと同居している者に支給（離婚協議中別居の

場合に支給可能、単身赴任の場合を除く）

▲忠岡幼稚園

保育料を手当から直接徴収できるようにする・学校

給食費等については、本人の同意により子ども手当

から納付することができる仕組みとする

地域の実情に応じた子育て支援サービスを拡充する

ための交付金を設ける

認定請求について

・平成23年10月1日

・子とも手当の支給要件

に該当する全ての方が「子とも手当認定請求暫」の

提出が必要です。

※平成24年3月31日までに認定請求を行えば、平成

23年10月分の手当てから受給できます。

以下の方は速やかに申請してください。

（3月までに申請しても遡って受け取れません。）
・10月以降に他の市町村へ転居した方

・10月以降にお子さんが生まれた方

10月以降に他の市町村へ転居した方は、転出した日

（転出予定日）の次の日から、10月以降にお子さんが

生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数

えて15日を経過するまでに必ず申請してください。

★「子とも手当認定請求蛮」の提出が必要な方には、
10月上旬にお知らせ等を郵送します。（対象児童が

いるこ家庭でお知らせ等が届いていない方は「すこ

やか推進課」までお知らせください。）

★手続きに必要なもの

厚生年金加入者　受給者の健康保険被保険者証等の写
し・印鑑・受給者名義の口座

国民年金加入者（未加入者）：印鑑・受給者名義の口座
※別途、住民票等必要な場合もあります。

★公務員の方は職場での申請となります。

【間】すこやか推進課　℡22－1122（児童係）

▼東忠岡幼稚園

2011101（4）
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園
児
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＝
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＝
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よ
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今月ご紹介するのは・…・

基本目標Ⅰ　男女共同参画の意識づくり

【間】人権平和室

異性も男性も、お白いに

等しく認めあう杜芸へ

「女だから、男だから」と、

性別によって決めつける考え方

は、人生の選択の幅を狭め、その人らしい生き方を妨げま

す。しかし「男は仕事、女は家庭」なとといった固定的な

考え方は今も根強く残っているのか現状です。

このような意識が含まれた社会制度や慣習は、見直して

いく必要があります。

また、生涯にわたり、男女の区別なく主体的で多様な生

き方ができるよう、男女共同参画や人権の視点に基づく教

育や学習の果たす役割は重要です。

これらの施策に取り組みます。

●再出共同参画を阻む彙諺・慣行の員直し

●胃H共同参画を推進する軟膏・学習の充実宰

忠岡町男女共同参画計

画は、計画の基本理念に

基づき、次の5つの基本

目標を掲げています。

基本目標Ⅰ：男女共同参

画の意識づくり

基本目標Ⅱ：男女がとも

に社会参画できる

地域づくり

基本目標Ⅲ：男女の人権

が尊重される社会

づくり

基本目標Ⅳ：仕事や生活

において男女がい

さいさと過ごせる

環境づくり

基本目標Ⅴ：男女共同参

画の視点に立った

福祉の充実

人権擁護委員は、地域の住民が人権について関

心を持ってもらえるような啓発活動をおこなった

り、法務局の人権相談所や町役場などの公共施設

等で、地域の皆さんから人権相談を受けるなとの

活動を行っています。　　　【間】人権平和窒

息同町人権擁護委員による人権相談は、

毎月第3火曜日（事前予約必要）
詳しくは16ページ参照

（5）　No540　2011101
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基
本
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「
大
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規
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す
る
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一
部
改
正
さ
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ま
し
た
。
　
（
相
月
1
日
施
行
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～
新
た
に
　
「
土
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査
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行
う
者
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規
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～

平
成
1
9
年
に
発
覚
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別
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つ
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が
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土
地
諷
査
の
事
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受
け
、
大
阪
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で
は
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例
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一
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を
改
正
し
、
個
人
諷
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う
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興

信
所
・
探
偵
社
業
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」
に
加
え
、
新
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土

地
諏
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」
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行
う
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規
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の
対
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に
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た
。
　
　
（
平
成
2
3
年
1
0
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1
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）

※
な
お
、
土
地
諏
査
行
為
そ
の
も
の
を
制
限

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
部
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
〕

▼
　
「
土
地
調
査
等
」
　
に
つ
い
て

・
「
府
の
区
域
内
の
土
地
の
取
引
に
関
連
し
て
事

業
者
が
自
己
の
営
業
の
た
め
に
土
地
に
関
す
る

事
項
を
調
査
し
、
ま
た
は
報
告
す
る
こ
と
を
い

う
。
」
　
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
　
「
土
地
調
査
等
」
　
は
、
『
本
来
の
目
的

で
あ
る
営
業
行
為
に
関
連
・
付
随
し
て
行
わ

れ
る
土
地
調
査
』
を
指
し
、
『
調
査
　
（
報
告
）

の
対
象
と
な
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に

関
す
る
調
査
』
　
の
こ
と
で
、
本
来
の
営
業
活

動
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
全
て
の
事
業
活
動

に
伴
う
土
地
調
査
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
遵
守
事
項
に
つ
い
て

・
「
土
地
調
査
等
」
を
行
う
者
の
遵
守
事
項
を
次

の
2
点
と
し
て
い
ま
す
。

①
調
査
ま
た
は
報
告
の
対
象
と
な
る
土
地
及
び
そ

の
周
辺
の
地
域
に
同
和
地
区
が
あ
る
か
な
い
か

に
つ
い
て
調
査
し
、
ま
た
は
報
告
し
な
い
こ

と。
②
同
和
地
区
の
所
在
地
の
一
覧
表
等
の
提
供
及
び

特
定
の
場
所
ま
た
は
地
域
が
同
和
地
区
に
あ
る

こ
と
の
教
示
を
し
な
い
こ
と
。

▼
勧
告
・
事
実
の
公
表
に
つ
い
て

・
「
土
地
調
査
等
」
を
行
う
者
が
遵
守
事
項
に
違

反
し
た
場
合
は
、
知
事
が
、
勧
告
や
事
実
の
公

表
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、

差
別
の
な
い
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
人
権
平
和
茎



朋〟〝UU　〟ど購
関西国際空港情報

★関西国際空港（KlX）公式facebookページ開設！

フライトや旅行、イベントやキャンペーンなど、様々な

コンテンツをお届けしています。イベント実施レポートや

新規就航セレモニーなとの写真、貴重な開港時のコンコル

ドの動画などが掲載されていますのでぜひご覧ください。
http／／wV州Vfaceb00kcom／Kansalhternat10nalAlrPOrt

★関空わくわく見学プラン実施中！
国際空港ならではの、外国の飛行機や特別塗装の飛行機

って気になりますよねl展望ホールSkyVleWを出発し、保

安区域内では機内食工場や大きな給油タンクなどを車窓見

学していただきます。飛行機にまつわる工ピソ▼ド、おも

しろネタを聞いて、コース終了後には萄なたも飛行機博士

になれるかも†？

運行白　土・日・祝、特定日　〈定員　各便50名〉

各日1100、13　00、14　30、16　00発　計4便

参加責：お一人枝500円（＋500円で関空オリジナルのお
みやげ付き）

【問】関空展望ホール「SkYVleV山

℡072－455－2082（受付時間平田10　00～17　00）

『・ガチヤコン関西斗
参力

▲8月26・27日に大阪駅『時空の広場』で開催された

ガチャコン関西でのただお課長の発表のようす。

花人の赤井　勝氏も特別参加。

平成23年度　おおさかふみんネット泉北ブロック　生涯学習広域講座

泉州の各市町から講師をむかえ、泉州・泉北をクローズア

ップし、さまざまな視点からその歴史を探ります

テ　　ー　　マ 俎X������������蹌�日　　時 丶ｨﾜ8�ｨ��

第1回 侘95I[hｧx,�*�.x.ﾘ.ｨ+ﾙ��讖4�&駝ﾂ�石飛　俊之氏 ���ﾈ��y?ｨ�冦��｢�忠岡町ふれあいホール （忠岡町文化会銘 ��H�c���ﾈ�"�

とる。 侘95I[hｧxﾗX踪�｢�15：30 

第2回 �:冰x��w��Xﾅ�*�.x-ﾘ+ﾙ�ｸﾆ(ｮﾙ�h蜥�千葉　大朗氏 ���ﾈ�#I68�冦��｢�和泉市 陶邑窯跡群から須悪器生産の展開 ��刎��(�8ｻ8支効醜橙�14二DO′〉 �5(7�8X6ｨ6X4(5ｨ985����

文化財振興課） ��X�c3��

第3回 冰竟9nﾈ鄕��*ｩV�*ﾙk韭�,ﾈﾞB�古澤夕起子氏 ��(ﾈ��?ｨ�冦��｢�サンスクエア堺（勤労 
（同志社女子大学講師） ��H�C����X�c3��者総合福祉センター） 

【募集定員】100名（申込多数の場合は抽選）　　【対象者】原則として全3回シリーズに参加できる方

【申込方法】往復はがきに、住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号、返信用面にあて先を記入の上、お住
まいの市町の担当課『泉州歴史探訪Ⅶ係』へお申込ください。

※はがき1枚で1名の申込みです。

※泉北地域（4市1町）以外にお住まいの方は『高石市』の担当課あてにお申込ください。

【締め切り】10月21日（金）必着　　【参加費】無　料

【申込先】〒595－0805忠岡町忠岡東1－34－1忠岡町教育委員会　　生涯学習課　　℡0725－22－1122

〒590－0078堺市堺区南瓦町3－1　堺市市民人権局　　　生涯学習課　　℡072－228－7631

〒595－8686泉大津市東雲町9－12　　泉大津市教育委員会　生涯学習課　　℡0725－33－1131

〒594－8501和泉市府中町2－7－5　和泉市教育委員会　　生涯学習課　　℡0725－41－1551

〒592－8585高石市加茂4－1－1　高石市教育委員会　　生涯学習課　　℡072－265－1001

【主催】泉北4市1町各教育委員会、大阪府立文化情報センター

Ho540　2011101（6）
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3　2　30　29　28

木水　日　土金
と　き10月30日（日）

午前10時開会

会　場　文化会館4階軽運動室

司会進行：話し方講座生一同

開　会　式　　10：00～

大正琴クラブ結実会10．20～10

やすらぎ会　10’35～10

藤　の　会　10’55～11

ヘルシーエクササイズ

日日∴

忠岡町太極拳華みずき
日日∵

え　び　す　会　11．

忠岡町整実体探連盟12’

健康体操サブナ2112’

ステップリーボック12’

しらゆり会　13■

オカリナクラブ13：

民　　　　謡　13：

ハーモニカと童謡教室

14：00～14．15

エアロビクス　　14　15～14　30

ホア・ピリ・プラタンス14’30／）14’45

社交タンスクラブ・ファイフスター

14：45～15：05

：お楽しみ抽選会

★ふれあいフェスティバル発表会が

終了次第抽選会をおこないます。
★抽選券は当田配布のプロクラムに
ついています。

（7）　No540　2011101

町
民
文
化
祭
メ
イ
ン
会
場

忠
岡
町
文
化
会
館

℡
3
3
・
1
1
5
1

1
0
／
1
9
　
（
水
）
　
　
9
時
～
1
7
時

お
茶
会
（
お
抹
茶
）
、

川
／
3
0
　
（
日
）
　
1
0
時
3
0
分
～
1
5
時

【
会
場
】
文
化
会
館
　
3
階
茶
室

一
般
作
品
展
／9

時
～
2
0
時
3
0
分

9
時
～
2
0
時
3
0
分

9
時
～
1
7
時
3
0
分

9
時
～
2
0
時
3
0
分

祝）9
時
～
1
7
時
3
0
分

【
表
　
彰
】
町
長
賞
ほ
か
各
賞

【
表
彰
式
】
　
1
1
／
3
　
（
木
・
祝
）
3
上
寸
く
ノ

【
作
品
申
込
み
】

1
0
／
1
9
　
（
水
）
　
1
7
時
ま
で
に
文

化
会
館
事
務
所
へ

【
作
品
搬
入
　
（
展
示
会
場
）
】

1
0
／
2
3
　
（
日
）
　
9
時
～
1
8
時

生
花
展
　
／

川
／
2
9
　
（
土
）
　
9
時
～
2
0
時
3
0
分

川
／
3
0
　
（
日
）
　
　
9
時
～
1
6
時

【
会
場
】
文
化
会
館
3
階
講
習
室

♪
菊
花
展
　
／

【
会
場
】
文
化
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

【
募
集
種
目
】

絵
画
（
2
0
号
ま
で
）
、
書
、
写
真
、

俳
画
、
手
工
芸
、
編
み
物
な
ど
。

1
人
1
種
目
1
点
。
（
種
目
が

異
な
れ
ば
1
人
2
点
で
も
出
展

可）

こ
と
も
作
品
展

1
0
／
2
8
　
（
金
）
　
～

1
1
／
3
　
（
木
・
祝
）

文
化
会
館
正
面
玄
関
横

1
0
／
2
1
　
（
金
）
　
9
時
～
2
0
時
3
0
分

川
／
2
2
　
（
土
）
　
9
時
～
2
0
時
3
0
分

1
0
／
2
3
　
（
日
）
　
　
1
0
時
～
1
8
時

【
会
場
】
文
化
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

【
作
品
受
付
　
（
展
示
会
場
）
】

【
詩
吟
大
会
】

‖
／
6
　
（
日
）
　
1
3
時
～

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

【
囲
碁
・
将
棋
】

川
／
3
0
　
（
日
）
　
9
時
3
0
分
～
1
7
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

《
申
込
み
》
　
1
0
／
2
3
　
（
日
）
　
文
化

会
館
ま
た
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
ま
で

※
種
目
　
囲
碁
　
（
初
級
・
上
級
）

※
将
棋
　
（
初
級
）

【
俳
句
会
　
（
文
化
会
館
）
】

1
0
／
2
7
　
（
木
）
　
　
1
3
時
～
1
6
時

（
受
付
締
切
　
1
4
時
）

季
題
　
茶
の
花
・
落
葉

（
1
人
5
句
）

【
短
歌
会
　
（
文
化
会
館
）
】

1
0
／
9
　
（
日
）
　
　
1
3
時
～

課
題
自
由
　
（
新
作
1
首
）

【
川
柳
会
　
（
文
化
会
館
）
】

1
0
／
1
6
　
（
日
）
　
　
1
3
時
3
0
分
～

課
題
自
由
（
1
人
5
句
以
内
）

忠
岡
町
青
少
年
問
題
協
議
会
よ
り

5

　

5

　

5

　

　

　

　

5

　

　

　

　

5

　

0

　

5

　

0

　

0

　

5

　

0

　

0

3

　

5

　

1

　

　

　

　

3

　

　

　

　

5

　

1

　

2

　

4

　

0

　

1

　

3

　

0

l

　

　

　

　

1

　

2

　

2

　

2

　

3

　

3

　

3

　

4

～

　

　

～

　

～

　

～

　

～

　

～

　

～

　

～

　

～

5

　

　

　

　

5

　

5

　

0

　

5

　

0

　

0

　

5

　

0

1

　

　

　

　

3

　

5

　

1

　

2

　

4

　

0

　

1

　

3

◆
子
ど
も
の
安
全
曳
行
は
家
庭
で
。

◆
未
成
年
者
に
飲
酒
・
喫
煙
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
家
庭
で
徹
底
。

◆
子
ど
も
に
外
泊
は
さ
せ
ず
、
午
後

1
0
時
に
は
帰
宅
さ
せ
る
。

◆
未
成
年
へ
の
た
ば
こ
、
酒
類
な
ど

の
販
売
は
し
な
い
。

◆
地
車
関
係
者
は
未
成
年
者
の
飲
酒

や
乱
暴
な
曳
行
を
さ
せ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◆
地
車
責
任
者
の
指
示
を
守
る
。

◆
暴
力
・
迷
惑
行
為
は
巌
に
慎
む
。

◆
法
被
な
し
の
曳
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

忠
岡
町
主
催

戦
没
者
追
悼
式

◆
と
善
　
1
0
月
5
日
　
（
水
）

1
3
時
3
0
分
～

◆
会
場
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
商
館
2
階
）

住
民
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

い
き
か
い
支
援
課



田　村野原迫

（高月南1丁目）

償 �� 飲　食　店 ��H�ﾈ�8�ﾈ�H�H�H���

却 資 刄Nー等 

小　売　店 ��

産 の 例 

工　　　場 ��

サービス業 亢�9��
寺 

医　　　院 ��

No540　2011101（8）

平
成
2
3
年
第
3
回
定
例
会
が
9

月
8
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
結
果
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

議

　

決

　

事

　

項

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

兄
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　
（
3

件）忠
樹
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
　
（
2
件
）

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
と
泉
大
津
市
と
の
間
に

お
け
る
大
阪
府
か
ら
移
譲
さ
れ

る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
協
議

つ
い
て

◎
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◎
平
成
2
3
年
度
補
正
予
算

・
忠
岡
町
一
般
会
計
　
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
　
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
1
号
）

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
　
（
第
1
号
）

▼
即
日
付
託
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
2
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

◎
平
成
2
2
年
度
忠
岡
町
水
道
事
業

一
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
決
算
審
査
特
別
委
員
会
】

委

員

長

　

　

森

副

委

員

長

　

　

高

委

　

　

員

　

　

杉

委

　

　

員

　

　

藤

委

　

　

員

　

　

北

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

（
議
長
）
　
前

（
追
加
提
出
）

政

　

雄

千
代
司

健

　

士

音

　

義孝弘

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
政
の
転
換
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
大
阪
府
民
の
医
療
を
守
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

井
手
和
代
氏
（
新
）

中
村
吉
治
氏
（
再
）

（
忠
岡
中
1
丁
目
）

【
教
育
委
員
会
】

学
校
・
社
会
教
育
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
等
を
所
管
。
教
育
委
員
5
名
か

ら
な
る
委
員
会
で
、
町
の
教
育
行
政

に
関
す
る
基
本
方
針
や
重
要
事
項
を

毎
月
の
定
例
会
の
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て
臨
時
会
を
開
催
し
、
決
定
し
て

い
ま
す
。
任
期
は
4
年
で
す
。

◆
会
議
録
に
つ
い
て
は
役
場
1
階
の
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

は
口
座
振
替
が
お
と
く
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

方
法
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
振

替
方
法
（
1
年
前
納
・
6
ケ
月
前

納
・
早
割
（
当
月
末
振
替
）
）
　
に
よ

っ
て
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

し
か
も
、
口
座
振
替
だ
と
保
険

料
の
お
支
払
い
忘
れ
の
心
配
も
な

く
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
も
省

け
て
便
利
で
す
。
ま
た
、
通
常
の

納
付
封
じ
に
よ
る
支
払
い
で
も
1
年

前
納
や
6
カ
月
前
納
に
よ
る
支
払

い
方
法
を
こ
利
用
い
た
だ
く
と
保

険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

早
割
（
当
月
末
振
替
）
…
当
月

分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
こ
と
で
割
引
さ
れ

ま
す
。6
ヶ
月
前
納
…
上
半
期
分
（
4

月
か
ら
9
月
）
・
下
半
期
分
（
川

月
～
翌
年
3
月
）
　
を
そ
れ
ぞ
れ
一

括
し
て
前
払
い
す
る
方
法
で
す
。

た
だ
し
初
回
振
替
月
　
（
1
0
月
末
ま

た
は
4
月
末
）
　
ま
で
は
割
引
の
な

い
毎
月
納
付
　
（
翌
月
末
振
替
）
　
で

引
き
落
と
し
ま
す
。

1
年
前
納
…
1
年
分
　
（
4
月
～

翌
年
3
月
）
　
を
一
括
で
前
払
い
す

る
方
法
で
割
引
額
は
最
大
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
初
回
振
替
月
　
（
4

月
末
）
　
ま
で
は
割
引
の
な
い
毎
月

納
付
　
（
翌
月
末
振
替
）
　
で
引
き
落

と
し
ま
す

口
座
振
替
の
開
始
は
お
申
込
み

か
ら
1
～
2
カ
月
程
度
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
は

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
特
に

口
座
振
替
の
前
納
を
こ
希
望
の
時

は
、
申
込
み
が
遅
れ
る
と
前
納
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
間
】
堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

税
　
金
　
　
【
税
務
課
】

▼
償
却
資
産
に
も
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す

土
地
や
家
屋
を
お
持
ち
の
方
に

は
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
工
場
や
商
店
、
農
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用

す
る
構
築
物
・
機
械
・
工
具
・
器

具
・
備
品
な
と
　
（
こ
れ
ら
を
償
却

資
産
と
い
い
ま
す
　
【
償
却
資
産
の

例
は
別
表
】
）
　
を
町
内
に
お
持
ち

の
場
合
に
も
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
ま
た
　
「
事
業
の
た
め

に
使
用
す
る
」
と
は
、
所
有
者
が

そ
の
償
却
資
産
を
自
己
の
営
む
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
だ
け

で
な
く
、
事
業
と
し
て
他
人
に
貸

し
付
け
る
場
合
も
含
め
ま
す
。

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
償
却
資

産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
地

方
税
法
第
3
8
3
条
で
申
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
は
減
価
償
却
の
対
象

で
あ
り
、
税
務
署
へ
の
確
定
申
告

に
よ
り
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と

し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
町
に
対
し
て
は
、
税
務

署
に
申
告
し
た
減
価
償
却
の
対
象

と
な
る
資
産
の
取
得
価
格
と
基
本

的
に
は
同
額
を
、
償
却
資
産
と
し

て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
用
紙
は
、
税
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
告
対
象

者
か
と
う
か
判
断
が
つ
か
な
い
方



（忠岡東1丁目）

忠岡附消費生活相談匝l談恒困
相談の受付・問い合わせ

産業振興課　℡22－1122
（まずはお電話ください）

★実施日　毎週火・木曜日　午後1時～午後4時

★受　付　役場4階　産業振興課

※相談日は変更する場合もあります。広報紙

裏面のカレンタ鵬でご確認ください。

（9）　ND540　2011101

ほ
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
新
築
・
増
築
建
物
調
査
に

ご
協
力
を

町
で
は
、
平
成
2
4
年
度
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
評
価
額
算

定
の
た
め
、
新
築
・
増
築
な
と
の

建
物
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
員
が
お
宅
に
お
伺
い
し
た
と
善

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
取
り
壊
し
な
と
建
物
に

変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
税
務
課

ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
調
査
員
は
必
ず
固
定
資
産
評
価

補
助
員
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

送
）
②
障
書
医
療
証
　
（
現
在
発

行
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
も
の
）
③

国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
な

ど
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

証
④
印
か
ん
　
（
認
印
）

★
対
象
者

・
6
5
歳
未
満
（
所
得
制
限
あ
り
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級

・
療
育
手
帳
重
度
　
（
A
）

★
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
『
障
害

者
医
療
証
』
で
は
1
1
月
以
降
の

ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

回
民
健
康
保
険
【
保
険
課
】

児
童
福
祉【す
こ
や
か
推
進
課
】

障
害
者
福
祉

【
い
善
か
い
支
援
裸
】

▼
障
害
者
医
療
証
の
更
新

【
提
出
・
更
新
期
間
】

1
0
月
1
7
日
（
月
）
～
3
1
日
（
月
）

【
提
出
書
類
】
①
障
害
者
医
療
証

交
付
申
請
書
　
（
該
当
者
に
郵

忠
岡
町
教
育
委
員
会
委
員

ご
退
任井
上
千
賀
子
氏

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
の

更
新
に
つ
い
て

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
『
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
証
』
　
に
つ
い
て

は
、
有
効
期
限
が
平
成
2
3
年
1
0
月

3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
1
1
月

以
降
の
こ
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
更
新
申
請
書
を
左
記
の
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し

い
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
提
出
期
間

1
0
月
2
4
日
㈲
～
日
月
日
日
働

■
提
出
書
類
　
①
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
証
交
付
（
更
新
）
　
申
請
書

【
該
当
者
に
は
郵
送
】
②
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
証
　
（
既
発
行
の

医
療
証
）
③
保
険
証
　
④
印
鑑

（認印）、

▼
こ
ど
も
手
当
の
支
払
い

平
成
2
3
年
6
月
～
9
月
分
を
1
0

月
1
4
日
　
（
金
）
　
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
今
お
持
ち
の
国
保
の
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
1
0
月
3
1
日
限
り

で
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
（
一

般
＝
肌
色
、
退
職
＝
ウ
グ
イ
ス

色
）
を
1
0
月
中
旬
に
郵
送
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
平
成
2
1
年
度
、
平
成
2
2

年
度
の
保
険
料
に
未
納
付
分
が
あ

る
世
帯
は
、
役
場
保
険
課
の
窓
口

に
お
い
て
納
付
相
談
を
行
い
更
新

い
た
し
ま
す
。

今
回
更
新
の
被
保
険
者
証
は
有

効
期
限
が
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
平
成
2
4
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
の
間

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該

当
す
る
方

○
退
職
者
医
療
で
平
成
2
4
年
1
0
月

1
日
ま
で
の
間
に
6
5
歳
に
な
る

方
が
い
る
世
帯

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

～
届
出
は
1
4
日
以
内
に
～

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り

脱
退
す
る
と
き
は
、
世
帯
主
か
国

民
健
康
保
険
の
窓
口
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

▼
「
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

支
給
申
請
書
」
が
手
元
に
残
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

対
象
者
の
方
に
は
、
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
の
時

効
（
2
年
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
特
定
健
診
の
受
診
は
お
す
み
で

す
か
？
（
4
0
歳
～
7
4
歳
の
方
）
＞

年
1
回
の
健
診
は
病
気
の
予
防

に
も
役
立
ち
ま
す
。
対
象
の
方
に

は
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

「
勅
勘
削
臥
剛
≡
1

「
ば
悸
畑
傾
鳩
」

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
料
第
2
期
分

の
納
付
期
限
は

1
0
月
3
1
日
（
月
）
で
す

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
！

【
間
】
労
働
保
険
徴
収
課

℡
0
6
・
4
7
9
0
・
6
3
3
0
㈹

※
事
務
組
合
へ
事
務
委
託
し
て
お
ら

れ
る
弔
業
主
の
方
の
納
付
期
限
は

右
記
と
は
異
な
り
ま
す
。

労
働
者
　
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
も
含
み
ま
す
）
　
を
一
人
で
も
雇

用
す
る
事
業
主
の
方
は
、
労
働
保

険
　
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
期
の
お
知
ら
せ

町
　
府
　
民
　
税
第
3
期
分

国
民
健
康
保
険
料
第
7
期
分

介
護
保
険
料
第
7
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
4
期
分

納
期
限
は
1
0
月
3
1
日
で
す

ト
消
費
相
談
会

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー



対　講講

象　師演

No540　2011101日0）

町立幼稚園で預かり保育を試行
【間】教育委員会

教育委員会では、町立幼稚周に在国する

幼児の心身の健全な発達を促進し、あわせ

て在園児の保護者の子育てを支援するた
め、保育時間以外の時間に保育を希望する

在園児を預かり、保育する『預かり保育』
を試行します。

対　象　町立幼稚園の全在園児　各国30人

負担額　月・火・木・金・200円

水・短縮保育日・450円

試行期間　平成23年10月＝∃～平成24年3

月31日／月～金曜巳（冬・春休み

は除く）／保育終了から16時まで

※預り保育の実施期間中の昼食（水曜日）、
おやつは当該園児の保護者力、用意する。

利用の申込　①利用希望日の1カ月前から

前日まで　②利用希望日力、定員に

達していない日は、利用日の登園

時　③園長が緊急と認めた場合は

登園後でも申込が可能

※在園児には園を通じて通知しています。

▼
肝
炎
・
肝
が
ん
講
演
会

日
　
時
　
1
1
月
1
0
日
　
（
木
）

1
4
時
～
1
6
時
3
0
分

（
受
付
＝
1
3
時
3
0
分
）

場
　
所
　
泉
の
森
ホ
ー
ル

講
　
演
　
「
肝
炎
・
肝
が
ん
の
正

し
い
知
識
と
最
新
の
治

療
に
つ
い
て
」

講
　
師
　
中
井
内
科
医
院
院
長

中
井
　
誠
二
氏

◎
申
し
込
み
は
1
0
／
2
6
ま
で
に
、

和
泉
保
健
所
に
電
話
で
。

【
間
】
和
泉
保
健
所
℡

4

1

・

1

3

4

2

▼
法
の
巳
週
間
行
事

法
務
行
政
・
無
料
法
律
相
談
所

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

と

　

き

　

1

0

月

3

日

㈱

～

7

日

髄

①
9
時
3
0
分
～
1
2
時

②
1
3
時
～
1
6
時

と
こ
ろ
　
大
阪
法
務
局
3
階
会
議

室

【
申
・
間
】
大
阪
法
務
局
総
務
部

庶
務
課
　
℡
0
6
・
6
9
4
2

・
1
4
8
3
　
（
直
通
）

※
電
話
に
よ
る
予
約
可

▼
ヘ
ル
シ
ー
大
阪
2
1
に
つ
い
て

健
康
・
医
療
な
と
に
関
す
る
情

報
を
掲
載
し
た
点
字
広
報
紙
「
ヘ

ル
シ
ー
お
お
さ
か
2
1
」
を
1
0
月
と

3
月
の
年
2
回
、
発
行
し
て
い
ま

す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

和
泉
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い。
【
間
】
和
泉
保
健
所
℡

4

1

・

1

3

4

2

▼
精
神
保
健
福
祉
講
演
会
こ
父
流

会
の
お
知
ら
せ

日
　
時
　
1
0
月
2
9
日
　
（
土
）

1
4
時
～
1
6
時

会
　
場
　
泉
大
津
市
動
労
青
少
年

ホ
ー
ム

統
合
失
調
症
に
つ
い
て

和
泉
中
央
病
院
院
長

生
谷
　
昌
弘
先
生

忠
岡
町
・
泉
大
津
市
在

住
の
方

定
　
員
　
1
0
0
名
　
（
申
込
不
要

・
当
日
直
接
会
場
へ
）

受
講
料
　
無
　
料

主
催
　
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
は
な
み
ず
き
」

後
援
　
忠
岡
町
、
泉
大
津
市
、
和

泉
保
健
所
、
忠
岡
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
泉
大
津
市

社
会
福
祉
協
議
会

【
間
】
泉
大
津
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
℡
2
3
・
1
3
9
3
）

現
在
、
大
阪
府
で
は
、
平
成
2
2
年
度
か
ら
銅
年
度
の
3
年
間

で
、
「
全
市
町
村
に
特
例
市
並
み
の
権
限
移
譲
」
を
実
現
す
る
た

め
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成
2
3
年
1
0

月
か
ら
次
の
事
務
を
受
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
入
れ
た
事
務
の
一

部
に
つ
い
て
、
本
町
か
ら
泉
大
津
市
に
事
務
の
管
理
・
執
行
を
委

託
し
ま
す
。
泉
大
津
市
に
委
託
し
た
事
務
の
管
理
・
執
行
に
際
し

て
は
、
泉
大
津
市
の
条
例
等
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
住
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
事
務
の
受
入
れ
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

★
忠
岡
町
が
受
入
れ
る
事
務

《
平
成
2
3
年
1
0
月
か
ら
受
入
》

【
担
・
政
策
推
進
課
】

◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認

証
等

【
担
・
す
こ
や
か
推
進
課
】

◎
児
童
福
祉
施
設
設
置
（
保
育
所
、
児

童
館
）
　
に
か
か
る
認
可
等

◎
児
童
福
祉
施
設
設
置
（
助
産
施
設
・

母
子
生
活
支
援
施
設
）
　
に
か
か
る
認

可
等

◎
認
可
外
保
育
施
設
か
ら
の
届
出
の
受

理
等
の
事
務

【
担
・
生
活
環
境
課
】

◎
墓
地
等
の
経
営
許
可
等
の
許
可
業
務

【
担
・
建
設
課
】

◎
地
方
公
共
団
体
等
の
土
地
の
買
取
り

希
望
の
届
出
受
理
等

◎
国
土
利
用
計
画
法
に
基
つ
く
事
後
届

出
等
に
関
す
る
事
務

◎
遊
休
土
地
に
関
す
る
事
務

◎
都
市
計
画
事
業
の
認
可
後
の
事
業
地

内
に
お
け
る
建
築
の
許
可

◎
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
指
定
等

◎
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
指
定
等

◎
終
身
建
物
賃
貸
借
事
業
の
認
可
等

◎
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
に
係
る
認

可
、
指
導
監
督
等

◎
個
人
施
行
者
の
施
行
す
る
住
宅
街
区

整
備
事
業
に
係
る
認
可
、
指
導
監
督

等
◎
施
設
住
宅
等
の
区
分
所
有
者
相
互
の

事
項
に
係
る
管
理
規
約
の
認
可

◎
住
宅
街
区
整
備
事
業
に
よ
り
取
得
し

た
施
設
住
宅
の
一
部
の
譲
渡
の
届
出

の
受
理

◎
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施
行
の
準
備

又
は
施
行
の
た
め
に
他
人
の
土
地
で

土
地
の
試
掘
を
す
る
場
合
の
許
可

◎
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施
行
地
区
内

に
お
け
る
建
築
行
為
等
の
許
可

◎
組
合
が
行
う
住
宅
街
区
整
備
事
業
に

係
る
認
可
、
指
導
監
督
等

◎
土
地
区
画
整
理
促
進
区
域
内
及
び
住

宅
街
区
整
備
促
進
区
域
内
に
お
け
る

建
築
行
為
等
の
許
可
等

◎
土
地
区
画
整
理
促
進
区
域
内
等
に
お

け
る
土
地
の
買
い
取
り
申
出

◎
市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
内
に
お
け

る
建
築
の
許
可
等

◎
市
街
地
再
開
発
事
業
の
準
備
の
た
め

の
立
入
・
試
掘
等
の
許
可
等

◎
再
開
発
事
業
計
画
の
認
定
等

◎
区
画
整
理
会
社
の
土
地
区
画
整
理
事

業
の
認
可
、
指
導
監
督
等

◎
個
人
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認

可
、
指
導
監
督
等

◎
組
合
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認
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犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進する

ため、住民、地域団体、学校、事業者、警察およ

び役場のさらなる連携を図るとともに、自主防犯

活動の活性化と意識の高揚が犯罪抑止や未然防止

につながるという観点から、各種団体が集まり地

域安全情報の交換をはじめ、安全・犯罪情報の発

信、防犯パトロールの活動拠点となる施設です。

［＝頭重面海域安全センター車重虹］
～地域でつくる

安全・安心まちづくり～
【間】政策推進課

8月25日、地域安全センターの開所式が挙行され、和

田町長、泉大津警察署長なと関係者が出席する中、盛大

に挙行されました。花野淳一同センター会長は『多くの

皆様のこ支援をいただ善センターの活動をより活発にし

てほしいと考えています。ぜひお気軽にお立ち寄りくだ

さい。』と挨拶しました。その後、中央鼓笛隊の演奏の

中、警察車両を先頭に出発式がおこなわれました。

閤平成23年全国地域安全運動餞
10月11田～20田

みんなで力をあわせて安全・安心まちつくり

威武捗㊤感麟臓垂素食
と　き　10月18日（火）14時～

ところ　忠岡町ふれあいホール

【第一部】　式　典

【第二部】『忠岡サフ（防犯協議会直轄婦人部）』

によるミニコンサート、大阪府警察本

部生活安全指導班による防犯教室ほか

【間】泉大津警察署　℡23－1234

政策推進課　℡22－1122

園車内からっぼ萱昌

（11）　No540　2011101

電
話
5
8
－
6
7
7
7

【
所
在
地
】

忠
岡
東
1
丁
目
3
4
番
2
7
号

忠
岡
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

忠
岡
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内

■
出
発
式
の
よ
う
す

中
央
鼓
笛
隊
の
演
奏
が

華
を
添
え
ま
し
た
。

可
、
指
導
監
督
等

◎
農
住
組
合
の
設
立
認
可
等

◎
防
災
街
区
整
備
事
業
施
行
区
域
内
で

の
建
築
行
あ
等
の
許
可
等

◎
防
災
街
区
計
画
整
備
組
合
の
設
立
の

認
可
等

◎
防
災
街
区
整
伯
事
業
の
準
備
等
の
た

め
の
立
入
・
試
掘
等
の
許
可
等

★
泉
大
津
市
へ
事
務
委
託
す
る
事
務

《
平
成
2
3
年
1
0
月
か
ら
事
務
委
託
》

◎
水
質
汚
濁
防
止
法
に
係
る
規
制
事
務

等
、
大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
に
係
る
規
制
等
事
務

◎
指
定
物
質
排
出
者
へ
の
指
導
等
に
関

す
る
事
務
（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特

別
措
置
法
関
係
）

◎
土
壌
汚
染
対
策
法
事
務
、
大
阪
府
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に

係
る
規
制
等
事
務

《
平
成
2
4
年
1
月
か
ら
事
務
委
託
》

◎
大
気
汚
染
防
止
法
に
係
る
規
制
事

務
、
大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
に
係
る
規
制
等
事
務

◎
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法

に
係
る
規
制
事
務
等

◎
特
定
工
場
に
お
け
る
公
望
防
止
触
感

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
係
る
届
出

受
理
事
務
等

◆
詳
し
く
は
政
策
推
進
課
（
各
事
務
に

関
し
て
は
各
担
当
課
ま
で
）

・
ペ
ッ
ト
お
茶
3
ケ
ー
ス

吉
野
太
一
郎
様

（
忠
岡
中
3
丁
目
・
亡
母
供
養
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
た
だ
お
か
8
月
号
7
り
の
ご

み
関
係
の
記
事
中
、
平
成
2
2
年
度
と

あ
る
の
は
、
平
成
2
3
年
度
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
い
た

し
ま
す
。



大阪勧業廃　20II
大阪府内すべての商工会議所・商工会が

総力をあげて開催する多業種型総合展示商談会

「大阪勧業展2011」は、幅広い業種の優秀な約

300社の中小企業が一堂に集まり、技術力や企

画力のアピール、製品、商品、サービス等のPR

を行う「多業種型総合展示商談会」です。大阪府

内の商工会議所・商工会の会員等がブースを出展

し、独自の技術、企画、発想等をもとに開発した
ユニ【クな自社製品・サービス等を紹介し、来場

者の皆様と商談をしていただきます。

日　時10月26日（水）10：00～17：00

27日（木）9：30～16：00

会　場　マイドームおおさか　展示ホール1～

3F（大阪市中央区本町橋2－5）

主催　大阪商工会議所・堺商工会議所・大阪府商工会連合会

共催　大阪府内の商工会議所・商工会
後援　近畿緩′斉産業局、大阪府、中小企業基盤整備機構

＝入場無料／事前申込不要＝

泉北就職情報フェア・合同就職面接会
正社員・パートのお仕事を探している人を対象に

泉北就職情報フェアを開催します。
日　時．11月17日㈹1330～1630（面接受付は1600まで）

場　所．たかいし市民文化会館アブラホール3F大ホール

対　象　任那を探している人　　　参加費●無　料

持　物　写真添付の履歴揖（複数社の面接を希望される方
は、面接される企業数に合わせて履歴書を持参し
てください。）

内　容．就職面接会、労働なんでも相談・若年者就労支援相
談・陣がい者の就労相談、職業適性診断コーナー等

申　込●不　要　　　　　　　　　〈問合せ〉産業振興課

「泉北就職情報フェア・合同就職面接会」
への求人事業所（企業）を募集

地域の求職者への情報提供や就労相談を行うとともに、

事業所に有為な人材を採用する機会を提供しようとするも
のです。是非、この就職フェアへの参加をお願いします。

★申込締切10／7（金）17：00　★参加費　無　料

★申込・問合せは、ノ■長話・FAXで産業振興課まで
召F2　2－112　2　FAX3　2－7　8　0　5

No540　2011101（12）

忠
岡
川
柳
会
（
㌔
（
限
）
」
）

鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

【
申
請
期
間
】

1
0
月
7
日
㈲
～
2
1
日
㈲

町
で
は
、
大
阪
府
中
小
企
業
融

資
制
度
　
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
国

民
生
活
事
業
含
む
）
　
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
て
、
経
営
の
安

定
と
振
興
を
図
る
た
め
利
子
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
　
象
…
①
大
阪
府
中
小
企
業

資
金
融
資
制
度
に
定
め
る
融

資
　
②
大
阪
府
中
小
企
業
経

営
安
定
融
資
制
度
に
定
め
る

融
資
　
③
日
本
政
策
金
融
公

庫
に
定
め
る
融
資

■
対
象
限
度
額
…
融
資
額
の
う
ち

5
0
0
万
円
を
限
度

■
補
給
率
…
返
済
利
率
の
う
ち

1
・
5
％
の
範
囲
内

工
期
　
間
　
最
高
5
年
間

【
問
】
産
業
振
興
課

○
涙
目
で
見
る
か
ら
星
が
泣
い
て
い
る

※
級
細
で
抒
情
感
慮
れ
る
作
品
で
す
。
氏
の
優
し
さ
、

さ
が
澄
み
で
て
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

杉
谷
　
晶
三

心
づ
か
い
の
細
や
か

〇
日
か
く
し
の
宜
男
に
触
れ
て
燃
え
て
く
る

〇
日
に
見
え
ぬ
心
の
奥
を
覗
き
た
い

○
極
楽
を
こ
の
眼
で
見
た
い
逝
く
ま
で
に

〇
日
が
魅
力
君
だ
が
今
は
目
が
怖
い

「
や
さ
し
そ
う
」
　
た
れ
目
の
息
子
が
誇
ら
し
い

目
に
み
え
ぬ
心
を
汲
ん
で
家
円
満

目
い
っ
ぱ
い
見
栄
張
り
明
日
を
辛
く
す
る

節
電
で
星
の
瞬
き
目
に
と
ま
る

目
の
ゴ
ミ
は
舌
で
舐
め
と
る
母
と
な
る

腹
の
中
見
せ
る
な
我
慢
目
が
笑
う

日
出
た
い
日
話
す
ト
ー
ン
も
高
く
な
る

形
見
分
け
姉
よ
り
先
に
目
っ
こ
入
れ

眼
中
に
な
い
と
拒
ん
だ
敵
に
負
け

い
い
加
減
眼
を
覚
ま
し
た
ら
と
親
嘆
き

さ
っ
き
の
目
気
が
あ
る
よ
う
な
無
い
よ
う
な

顔
の
中
良
い
の
は
目
な
の
大
き
い
の

目
利
き
で
も
目
配
り
過
さ
て
墓
穴
掘
る

目
に
は
目
も
叶
わ
ず
今
は
時
効
で
す

人
目
に
は
わ
か
ら
ぬ
痛
み
五
十
肩

エ
ン
マ
様
お
目
こ
ぼ
し
あ
れ
俺
の
罪

砂
原
　
久
子

勝
又
栄
美
子

正
木
　
伸
明

藤
田
志
津
意

橋
口
美
恵
子

細
谷
　
英
樹

西
川
　
粋
謡

吉
田
　
光
子

川
崎
ア
イ
子

上
西
　
洋
治

山
田
　
典
和

上
田
　
克
子

岡

川

　

　

衛

犬
伏
晃
一
郎

神
山
　
芳
子

西
川
リ
ヨ
子

上
川
　
睦
男

烏

谷

　

　

猛

大

槻

　

　

緑

選

　

　

　

者

1
1
月
度
は
自
由
題
。
川
月
5
日
締
切
　
（
文
化
祭
用
も
兼
・
五
旬
以
上
可
）

1
2
月
度
題
『
甘
い
』
1
1
月
5
日
締
切
（
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
カ
キ
ま
た
は
封
書
で
「
〒
ハ
九
八
・
宍
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
1
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
　
1
0
月
1
6
日
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）
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忠
岡
町
句
会

露
の
世
と
思
ふ
話
の
多
き
こ
と

秋
の
日
の
律
義
に
暮
る
る
早
さ
か
な

秋
草
の
つ
き
来
し
風
も
活
け
ら
れ
し

信
号
機
暑
さ
が
赤
を
長
く
す
る

日
課
と
す
昼
寝
八
十
路
を
す
こ
や
か
に

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

奥

野

一

郎

田
辺
紗
登
子

花
野
　
昭
子

花
野
　
久
子

八
千
草
に
心
は
く
る
る
散
歩
道

恐
ろ
し
き
は
と
に
続
き
し
残
暑
か
な

葛
の
花
甘
さ
か
は
り
の
す
る
こ
と
も

台
風
の
さ
迷
ふ
雲
の
雨
か
と
も

秋
草
の
む
ら
が
り
て
咲
き
ひ
そ
と
咲
き

名
は
知
ら
ず
た
だ
秋
草
と
知
る
ば
か
り

秋
草
を
生
き
返
ら
せ
る
小
雨
か
な

田
辺
千
鶴
子

松
島
　
信
雄

赤
松
　
朝
子

藤
野
　
清
子

金
田
　
芳
子

清
座
　
晴
子

西
谷
　
祥
子

お
ほ
ら
か
に
隣
の
夕
餉
秋
簾

秋
来
し
と
暮
し
の
折
目
戻
し
ゆ
く

と
り
と
り
の
薬
味
揃
へ
て
冷
奴

立
秋
と
言
ふ
風
の
色
空
の
色

あ
え
か
な
る
花
に
も
執
し
秋
の
煤

井
上
久
美
子

竹
中
三
津
子

高
橋
あ
い
子

前
川
　
絹
代

櫻
井
恵
美
子

次
回
　
十
月
六
日
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
　
秋
祭
・
色
鳥

ヽ
．
㌔
も
．
＼
＼
＼
一
‥
ヽ
．
‥
＼
．
㌔
一
㌔
．
㌔
一
束
も
■
′
■
七
一
㌔
、
㍉
八
八
ヽ
も
り
■
㌔
へ
㌔
．
㌔
一
㌔
も
束
．
、
も
．
領
も
竜
も
人
し
㌔
メ
も
）
、
ヽ
も
■
㌔
■
㌔
j
㌔
′
‥
ヽ
・
ハ
＼
竜

忠
岡
複
数
教
竺
幕
阜
　
謡
佐
沢
邦
子

戦
争
に
か
か
る
記
事
よ
り
震
災
の
記
事
な
お
多
く
八
月
ゆ

け

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

※
例
年
八
月
に
な
る
と
新
山
な
と
で
、
日
頃
は
触
れ
ら
れ
る
事
が
殆

ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
　
「
太
平
洋
戦
缶
」
閑
適
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
か
今
咋
は
、
「
東
日
本
大
日
最
災
」
　
の
被
豊
の
大
き
く
、
復

興
へ
の
周
遊
、
様
子
が
日
々
報
道
さ
れ
た
。
重
く
て
深
い
社
会
泳
。

眼
鏡
か
け
風
を
さ
が
し
に
部
屋
め
ぐ
る
読
み
た
き
本
を
片

手

に

持

ち

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

※
爽
や
か
な
骨
壷
を
よ
ぎ
ら
せ
る
よ
う
な
芽
紺
気
も
あ
る
作
品
だ
が
、

「
眼
兢
か
け
」
な
の
で
あ
る
。
■
ロ
わ
ず
に
年
鞘
を
伝
え
て
お
ら
れ
る
。

そ
し
て
ク
ー
ラ
ー
を
節
小
皿
す
る
た
め
に
風
の
吹
き
ぬ
け
る
切
所
を

探
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
。
社
会
性
の
に
じ
む
良
い
日
常
泳
。

が
ん
ば
ろ
う
日
本
を
抱
け
被
災
地
の
球
児
も
共
に
暑
き
甲

子

園

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

攣
殊
更
に
署
い
夏
の
最
中
、
」
‖
川
校
野
球
も
、
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を

か
か
け
て
毎
作
に
も
増
し
て
熱
く
行
わ
れ
た
。
案
じ
て
い
た
被
災

地
の
球
児
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
一
所
懸
命
に
プ
レ
1

す
る
力
強
い
姿
は
日
本
中
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
。

老
い
人
の
独
り
住
ま
い
の
玄
関
の
暖
簾
に
泳
ぐ
金
魚
の
う

れ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

憂
さ
つ
の
り
や
す
ら
ぎ
求
め
墓
ま
い
り
気
楽
に
過
ご
せ
と

妻

の

声

聞

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

熊
野
路
に
孫
と
の
旅
の
古
き
宿
ひ
ぐ
ら
し
止
め
ば
河
鹿
鳴

き

湧

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

盟

　

英

彦

遠
花
火
東
北
地
方
の
鎮
魂
を
祈
り
て
真
夏
の
空
を
仰
げ
り

三
平
　
静
子

S
助
の
笑
い
振
り
ま
く
才
能
も
そ
の
自
ら
の
シ
ナ
リ
オ
甘

し

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

こ
の
夏
も
ク
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
続
け
た
り
昭
和
一
桁
た
だ
い

ま

青

春

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

空
蝉
の
か
ろ
き
姿
を
手
に
お
き
て
逝
き
ぬ
る
夫
と
し
ま
ら

く

垂

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

白
壁
の
相
合
傘
の
蒋
書
き
に
夕
陽
差
し
初
め
故
里
偲
ぶ

矢
尾
　
武
四

被
災
地
に
山
と
積
ま
れ
し
瓦
礫
に
も
匠
の
技
が
緯
め
善
合

え

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

送
迎
の
帰
途
の
バ
ス
の
外
（
と
）
　
ゆ
ら
ゆ
ら
と
初
秋
の
風

に

さ

る

す

へ

り

の

赤

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

輩

信
号
を
主
と
待
て
る
盲
導
犬
暑
さ
し
の
善
の
ミ
ス
ト
か
け

ら

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

夏
盛
り
植
木
刈
り
込
み
仰
ぐ
夫
齢
に
は
勝
て
ぬ
と
弱
音
を

は

き

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

蝉
の
音
に
め
ざ
め
た
る
わ
れ
謳
わ
ん
と
心
を
き
め
つ
蝉
に

負

け

じ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

兄
さ
ん
と
呼
へ
ば
今
わ
の
際
の
息
諾
い
が
た
き
ま
だ
温
さ

顔

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

小
さ
さ
手
に
幸
せ
つ
か
ま
ん
女
の
孫
は
満
一
歳
と
う
駅
を

発

ち

た

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

う
ら
庭
に
件
の
り
た
か
咲
か
せ
た
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
十

輪

鮮

や

ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子
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申
込
み
　
1
0
／
5
～
2
6
に
材
料
哩

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

回
信
太
山
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会

附
け
駄
作
人
ハ
ハ
l

新
着
図
書
案
内

《一般書》

老

害

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

藤

ゆ

か

リ

ア
ハ
メ
ド
く
ん
の
い
の
ち
の
リ
レ
ー

鎌

日

　

　

露

救

命

　

　

　

　

　

　

　

　

海

堂

　

　

尊

雪
男
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
た

角
幡
　
唯
介

ア
フ
ガ
ン
諜
報
戦
争
　
上
・
下

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ー
ル

「
盗
ま
れ
た
世
界
の
名
画
」
美
術
飴

サ
イ
モ
ン
・
フ
ー
プ
ト

神
君
家
康
の
密
書
　
　
加
藤
　
　
廣

仇
討
ち
の
客
　
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

星

火

瞬

く

　

　

　

　

　

菓

室

　

　

麟

水

底

フ

ェ

ス

タ

　

　

　

辻

村

　

深

月

キ
ャ
ベ
ツ
炒
め
に
捧
ぐ
　
井
上
　
荒
野

慈

雨

の

菖

　

　

　

　

　

宮

本

　

　

輝

光

あ

れ

　

　

　

　

　

　

　

馳

　

　

星

周

工
ド
ガ
ー
・
ソ
ー
テ
ル
物
語

デ
イ
ウ
ィ
ッ
ド
・
ロ
プ
レ
ス
キ
ー

《児童書》

親
子
の
た
め
の
地
震
イ
ツ
モ
ノ
1
卜

寄
藤
　
文
平

カ
モ
の
き
ょ
う
だ
い
ク
リ
と
コ
マ

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ

北
の
馬
と
南
の
馬
　
　
前
川
　
義
行

ぼ
く
っ
て
女
の
子
？
？

ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー

ゆ
め
ち
ゃ
ん
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
高
林
　
麻
里

津
波
－
－
稲
む
ら
の
火
の
そ
の
後

高
村
　
忠
範

コ
ウ
モ
リ
と
し
ょ
か
ん
へ
い
く

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
リ
【
ス

第
6
5
回
　
読
書
週
間

r
信
じ
よ
う
、
癖
の
れ
」

1
0
月
2
7
日
　
（
木
）
　
～
1
1
月
9
日

（
水
）
　
は
読
書
週
間
で
す
。

【
特
集
】
　
『
き
の
こ
』

ほ
か
に
秋
の
味
覚
や
食
の
エ
ッ

セ
イ
な
と
も
特
集
し
て
い
ま
す
。

〔
雑
誌
の
無
料
譲
渡
〕

1
0
月
1
5
日
　
（
土
）
午
前
1
0
時
か

ら
、
保
存
期
間
の
終
了
し
た
雑
誌

を
図
書
館
入
口
前
　
（
2
階
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ホ
ー
ル
）
　
で
無
料
譲
渡
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
雑
誌
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
の
で
、
こ
了
承
く
だ

さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
！

「
金
融
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
」

と
　
き
　
1
1
／
1
6
　
（
水
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
地
階
会
議
室

定
　
員
　
3
0
名

講
　
師
　
近
畿
財
務
局
職
員

申
込
み
　
1
0
／
5
～
3
0
に
事
務
所

ま
で

ス
イ
ー
ツ
教
室

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ

飾
り
付
け
方
法
を
学
び
ま
す

と
　
き
　
1
0
／
2
2
　
（
土
）1
3
時
～
1
5
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

講

　

師

　

プ

ロ

の

パ

テ

シ

ェ

材

料

費

　

6

0

0

円

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
1
0
／
5
～
1
5
に
材
料
鷺

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

骨
粗
索
症
予
防
ク
ッ
キ
ン
グ

と
　
き
　
1
1
／
2
5
　
（
金
）1
0
時
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

材

料

費

　

5

0

0

円

定
　
員
　
3
0
名

内

　

容

　

ぶ

っ

か

け

ミ

ル

ク

つ

ゆ

う
ど
ん
・
カ
マ
ン
ベ
ー
ル

チ
ー
ズ
の
茶
碗
蒸
し
ほ
か

各
地
域
自
治
振
興
協
議
会
に
よ

る
地
区
対
抗
戦
を
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
1
0
月
2
3
日
　
（
田
）

午
前
9
時
　
開
　
会

（
雨
天
中
止
・
延
期
な
し
）

と
こ
ろ忠
岡
町
民
ク
一
フ
ウ
ン
ド

資

　

格

日

　

時

場

　

所

参
加
費

種

　

目

申
込
み

【間】
内

健
康
で
コ
ー
ス
を
走
れ

る
人
　
（
車
椅
子
で
の
参

加
不
可
）

平
成
2
4
年
1
月
8
日
㈱

1
1
時
開
会

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
演

習
場
5
0
0
円
（
伴
走
者
も

同
額
）
3
k
m
…
小
・
中
・
一
般

（
1
6
歳
以
上
）
の
各
男
女

5
k
m
…
中
学
男
子
・
一
般

（
1
6
歳
以
上
）
の
各
男
女

1
0
k
m
・
＝
一
般
（
1
6
歳
以
上
）

の
男
女

1
0
／
3
～
1
1
／
1
6

和
泉
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡

9

9

・

8

1

6

2

▲
忠
岡
小
学
校
（
3
年
）

■
東
忠
岡
小
学
校
　
（
3
年
）

七

1

卜
．
ツ
↑
ノ
タ
⊥

W
L
め
く
く
り

）
お
さ
め

楽
し
か
っ
詔

l■一㍉■汁汁九…



（忠岡東3丁目）

（高月南3丁目）

（忠岡束3丁目）

思小6年

（忠岡北3丁目）

（15）　Ho540　2011101

凄葦遇照照禦禦ド吉

日本語学習指導者養成研修

日本語教室での学習支援活動に興味、関心があ

る方を対象に、今の日本語教室の現状やこれから
の教室や指導者に求められることなとについて、

共に学ぶ講座を開催します。

■対　象　堺市から岬町までの各市町に在住、在

勤、在学の方で、日本語教室での学習支援ボ
ランティアを始めてみようと思われる方や現

在活動中の方。

■定　員　50人（定員を超えた場合は抽選）

■受講料　無　料

■申込み　FAXまたはメールにてご希望のコー

ス（AまたはB）、住所、名前、メールアド

レス、電話番号、日本語指導経験年数を記入

し、下記へFAXまたはメールで申込み。

大阪府教育委員会事務局市町村教育室地域教

育振興課　社会教育グループ　TaTanaka＠

mboxprefosakalg．JP

FAXO6－6944－6902　℡06－6941－0351

■締　切10月17日（月）（抽選により受講いた

だけない方にもこ連絡します）

■講座内容
・Aコース（第2・3回会場　熊取町公民館）

・Bコース（第2・3回会場　堺市国際交流プラザ）

【AB共通1回目】10／29出10　00～12　00

会　場　堺市立人権ふれあいセンター

テーマ　「今の日本語教室に求められること」

【Aコース2回目】11／12出13　30～15　30

テーマ　「はじめようT日本語習得支援①」

【Aコース3回目】12／10出13　30～15　30

テーマ　「はじめようT日本語習得支援②」

【Bコース2回目】12／18（日）10　00～12　00

テーマ　「市民による日本語習得支援」

【Bコース3回目】12／24出10　00～12　00

会　場　堺市立人権ふれあいセンター

テーマ　「日本語指導と識字学級」

【AB共通4回臼】1／28仕）10　00～12　00

会　場　泉大津市役所職員会舘
（D第5回までの研修のまとめ

②テーマ　「日本語教室の意義と果たす役割」

大阪府教育委員会／識字・日本語研究会

世
界
少
年
野
球
大
会

・
骨
思
臓
W

日
本
選
抜
メ
ン
バ
ー
で
参
加

比
嘉
翔
太
選
手

（
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ
）

「　　l覇欄．

第
2
位
　
　
西
山
　
葉
月
選
手

●
中
学
生
団
体
の
部

優
　
勝
　
忠
岡
剣
友
会
A

西
山
　
翔
己
選
手

漉
谷
　
拓
己
選
手

愚
鳳
鶴
離
那
愚
轡
個
㈲
轡

■

　

■

■

l

■

l

■

l

一

－

＿

＿

■

－

ヽ

　

■

r

　

　

■

■

■

　

1

．

ゝ

　

．

森
田
夕
貴
選
手

（
大
阪
国
際
大
和
田
中
2
年
）

新
田
梨
々
花
選
手
東
小
6
年

（
藤
井
寺
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

平
成
2
3
年
度

全
国
中
学
校
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
1
7
回
全
国
フ
ッ
ト

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

【
8
／
2
8
・
広
島
市
】

第
4
回
泉
南
・
泉
北
地
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

【
8
／
7
　
岬
町
小
】

●
小
学
校
5
・
6
年
生
の
部

優
　
勝
　
　
加
守
田
亘
希
選
手

長
倉

紀
ノ
岡
　
諒
選
手

住
吉
区
少
年
剣
道
大
会

【
7
／
3
1
　
大
阪
市
】

●
高
学
年
個
人
戦

第
2
位
　
　
森
口
　
結
梨
選
手

●
中
学
団
体
戦

第
2
位
　
忠
岡
剣
友
会

森
口
　
荊
菜
選
手

淡
谷
　
拓
己
選
手

紀
ノ
岡
　
諒
選
手

第
1
4
回
忠
岡
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会

日
時
　
1
1
月
1
3
日
　
（
日
）
　
1
4
時
～

会
場
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

《
入
場
無
料
》



■対象者●満65歳以上の町住民、または満60歳以上64歳以下の町住民

で心臓、腎臓、気管支、免疫機能に重篤な障害を持つ方。（左記の

疾患で身体障害者手帳1級保持者またはそれに相当する状態を医師

の診断書より証明される方。）

■実施期間　平成23年10月1日（土）～平成24年3月31日〔土）

■接秤回数　1　回

■班　　用．1000円（接種医療機関で支払）

※但し、生活保護世帯に属する人については接種料を免除します。（該

当する方は接種前に、保健センター（役場2階）で接種料免除申請を

行ってください。接種をしてから申請をされても無効となります。

■町外の施設や病院の入所者、寝たきりで町外の医療機関からの在宅医

療を受けている方、重度の慢性疾患で町外のかかりつけ医でしか接種

できない方は、保健センターにお問い合わせください。

■申し込み：ポ前に直接以下の医療機供＝こ予約

※上記対象者以外は自費接種となります。

インフルエンザ予防接種実施医療機関一覧
安藤外科整形外科医院　　　忠岡東1Ⅵ39【29　　℡22－5515

お　く　だ　医　院　　　　忠岡東1】21【27　　℡31－0728

加　藤　医　院　　　　忠岡中1－11－12　　℡20【2600

聖　柘　病　院　　　　忠岡北1－3－7　　℡20【6650

中川クリニック　　　　忠岡東2－22－15－13　℡22－1611

広部クリニック　　　　忠岡東1▼40－25　　℡32－1831

責　略　医　院　　　　忠岡東1－15－17　　台32－2481

村　田　内　科　　　　高月北2－16－34　　℡46－3700

や　　き　　医　院　　　　忠岡東1－7【6　　℡23－8864

八木レディースクリニック　　忠岡東1－22－39　　℡20】0312

一一一一◆程協の各種相談◆・－一山

【法律相談】10／26秋）13　30～　役場

3階交流センター　当日9時から電話

受付（先着6名）政策推進課　℡22－

1122

【行政相談】電話受付（政策推進課）
℡22－1122

【人権相談】10／18（火）13　30～15　30

いきがい支援課横相談室14［］蘭まで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】10／20休）13　30～15　30

いきがい支援課横相談室　直接会場へ

【消皇生活相談】毎週火・木曜日13　00
～16　00（受付15　30まで）当日直接

4階産業振興課まで

【女性の悩み】10／1g休）1330～1600

文化会館3階相談室16日（日）16　00ま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会舘　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】
すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別養護老人ホームピ【プルハウ
ス忠岡内）

垂総合福祉センター

i●束忠幼交流会

盲：票票と芸芸画会器器壬喜；…3：
安　明　医　院　　忠岡南1‾14‾3　℡33】5916　liヵ；ォヶ会　10／18㈹13：30～

藁竺＿．∨がん換診推進事兼・につ・いて∴′ 
1日付で大腸かん無料クーポン券を送付してい 

大腸がん検診無料クーポン券を下記の期間に生まれた方にお送りして

います。（有効期間は10月1日～24年3月31日）

※クーポン券送付対象者：平成23年

4月20日現在忠岡町の住民である

右記の年代に属する方

※10月までに住民健診で大腸がん検

診を受診された方は、自己負担金

（500円）を返金します。

※右記に該当する年齢の方で、クー

ポン券・検診手帳が届いていない

方は、保健センターまでこ連絡く

ださい。

★スカイクロス大会

年齢 ��h��D���ﾈ���?｢�

40歳 ��

45歳 ��

50歳 �33YD紿��(��33iD紿����

55歳 ��

60歳 �3#YD紿��(��3#iD紿����

※受診方法は、郵送の案内を参照

（雨天中止）

日　時10／20（剤13時30分～　　【間】社会福祉協議会

会　場　新浜緑地公園　　　　　　　　　　　　　　℡31－1666

●編み物教室　　10／25㈹13：30～

●忠保交流会　　10／26㈹13：30～

●ミニ運動会　　10／28睦）10：30～

☆民謡踊り教室　月・水・金13ニ30～

☆囲碁・将棋　　火・木　13：00～

☆大正琴クラブ　第1・3木10：00～

☆ハワイアンプラ　　金　10：30～

東忠岡老人いこいの家℡22－1567

☆カラオケクラブ　月～金13：00～

☆大正琴クラブ　　　火　10：00～

！☆健康体操クラブ　月　10

《福祉センターのご利用について》

町内在住の60歳以上の方なら、どなたでも

ご利用いただけます。

〔こ利用には簡単な登録力く必要〕

ひとの動き

人口18′171人（－21人）

男　8－796人（一17人）

女　9′375人（－4人）

世帯　　7．573（－8）

≪2011年8月末現在≫
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